
                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：ID プレートに青色のシールを貼付する。 

注：     は点検結果によって交換する部品を示す。 

 

基準不適合発生箇所  

改善の内容 

全車両、機械式自動変速機のブリーザからのオイル吹き出しの有無やオイルの注入量を点検し、オイル

の吹き出しがある場合は、当該変速機、アクチュエータ、及び当該変速機周辺のワイヤーハーネスを新品

に交換するとともに正規オイル量を注入する。また、オイルの注入量過多がある場合は、当該変速機、及

び当該変速機周辺のワイヤーハーネスを新品に交換するとともに正規オイル量を注入する。 

機械式自動変速機において、変速機単体の作動検査時に使用する検査用オイルの抜き取り作業が不適切

なため、変速機内部にオイルが残留しているものがある。そのため、車両組立時に規定量のオイルを入れ

ると、規定より油量が多くなり、そのままの状態で高速走行をすると油温が上昇し、変速機の内部部品が

溶損したり、熱の影響で変速機周辺のハーネスが溶損して、最悪の場合、走行不能やエンジンが再始動で

きないおそれがある。 

改善箇所説明図  

ワイヤーハーネス 

機械式自動変速機 

アクチュエータ 

ブリーザ 


